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会　場　荘銀タクト鶴岡
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式　次　第

開　式　の　辞

国　歌　斉　唱

山形県教育長あいさつ

式　　　　　辞

祝　　　　　辞
山形県議会議長

来賓紹介・祝電披露

感　謝　状　贈　呈

生徒代表のことば

校　歌　斉　唱

閉　式　の　辞

❖校章について
「心」の文字をシンボライズしたデザイン。
上方に向かって伸びていく構図は、生徒の
成長や飛躍を表しており、5色の色は、生徒
の個性や進路などの多様性を表現している。
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❖校名について
○ 庄内藩の藩校であった致道館の教育は、個性に応じ
て才能を伸ばすこと、自ら考え学ぶ意識を高めるこ
と、意見を出し合い問題点を明らかにして解決策を
考えることを重視しており、新設する中高一貫教育
校の基本理念に通じるものである。

○ 致道館は広く認知されており、県民にとって親しみ
のある校名と思われる。

デザイン　菅野　薫 氏
　　　　（すがの　かおる）
山形県山辺町在住。本県で令和 6年 2 月に開催さ
れた第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技
会「やまがた雪未来国スポ」のシンボルマークの
デザインをはじめ、全国的にも校章の制作を手が
けている。

作詞　佐藤　賢一 氏
　　（さとう　けんいち）
鶴岡市出身、在住の小説家。
鶴岡南高校、山形大学卒業。
1999（H11）年に「王妃の離婚」で直
木賞受賞。ヨーロッパ史を題材にした
作品が多いが、近年は日本史を取り入
れた作品を手掛ける。庄内の歴史に造
詣がある。

作曲　安藤　大地 氏
　　（あんどう　だいち）
鶴岡市出身、東京都在住の音楽 / 情報
科学研究者。
鶴岡南高校、国立音楽大学卒業、東京
大学大学院新領域創成科学研究科基盤
情報学専攻博士課程修了。
東京都立大学学術情報基盤センター准
教授等を務める。

編曲　佐藤　昌仁 氏
　　（さとう　まさひと）
三川町出身、埼玉県在住のプロピアニ
スト。
鶴岡南高校、東京音楽大学ピアノ演奏
家コース卒業、同大学院鍵盤楽器研究
領域（ピアノ）修了。
後進への指導も積極的に行なっている。
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基 本 理 念

自 主 自 立
　自ら考え、判断し、主体的に
行動するとともに、志高く自
分自身の可能性を伸ばしてい
くことによって、自己実現を
図る

自主性と自立心をもつ生徒

一人ひとりが、主体性やたく
ましさを身に付け、夢や希望
を実現できる学校

新しい価値の創造
　確かな学力を身に付けると
ともに、豊かな人間性を育む
ことによって、新しい文化・
価値観・考え方等をつくり出
す

確かな学力と豊かな人間性を
身に付け、新しい価値を創造
する生徒

個人としての基盤をつくり、
社会変化に応じて積極的に新
しい物事に取り組む学校

社会的使命の遂行
　時代の変化や社会の状況に
応じて求められる役割を自覚
し、自他を尊重し、協力し合
い、社会の平和と発展に貢献
する

社会的使命を自覚するととも
に、その実現に向けて取り組
む生徒

地域社会や国際社会を牽引す
る人、支える人を育てる学校
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